
事業完了報告書 

調査研究期間等 

調査研究期間 委託を受けた日 ～ 平成３０年３月９日 

調査研究事項 ≪委託研究Ⅱ≫ 

ア．設置場所に関すること 

・開設中学校設置に関する諸条件の検討

ウ．教育課程・指導上の工夫に関すること 

・学齢期を超えた生徒を対象とする「学習指導要領に基づく

学習指導のあり方」の調査 

・学齢期を超えた生徒に対する「心身の発達に応じた教育課

程のあり方」の調査 

エ．市町村間の経費負担の工夫に関すること 

・他市生徒の受け入れと、他市生徒を受け入れた場合の費用

分担に関する覚書の扱いについて 

オ．その他夜間中学の新設に向けた準備・検討に資すること 

・就学を認める生徒の条件の検討

・就学を判断する教育委員会内のシステムのあり方の検討 

調査研究のねらい 松戸市では、昭和５３年度以降、都内の夜間中学への進学を希

望した１名以外には、義務教育未修了者は存在していなかった。

また中学校を卒業した市民の学習希望のニーズには、生涯学習の

場で対応してきた。しかし、義務教育修了者の再入学が認められ

るとともに、法整備等が進んだことや、松戸市の現状を踏まえ、

市全体の教育を下支えする公教育による学習支援機能が必要と考

えた。そのため、平成２９年２月には中学校夜間学級を開設する

予定であることを発表した。今後開設に向けた諸条件の整備を進

めるとともに、全国の先進的な事例を研究することにより、松戸

市立中学校夜間学級の円滑な開設及び運営を目指していく。 

調査研究の成果 【１０月１６日（月）～１月３１日（水）】 

・夜間中学設置意向調査の実施（成果物１） 

（請負業務として 株サーベイリサーチセンターと実施） 

【１１月６日（月）～８日（水）】 

・先進的な取り組み事例の現地調査の実施（成果物２） 

視察調査地



天理市教育委員会 

（他市生徒の受け入れに係わる経費負担について） 

天理市立北中学校 

（小学校敷地での夜間中学の設置と運用について） 

神戸市立丸山中学校西野分校 

（分校方式での運用について） 

【１月１９日（金）】 

・松戸市夜間中学講演会（市民及び市職員向け）の実施 

（成果物３）

講師 

文部科学省初等中等教育局企画官 常盤木祐一氏 

「夜間中学の充実に関わる国の方針・法整備について」 

京都教育大学 教育学部教授 岡田敏之氏 

「人はなぜ学ぶのか 

～昼と夜の学びを結ぶ実践を通して見えてきたこと～」 

参加者 ２０４名


